








岩手山では1995年9月 から10月にか 示すものであり、 気象庁は6月24日と
※ ※ 






した。今年に入って地震活動が 高まり、 地殻を押し広げたり、 振動を発生した
2月中旬から地震回数が 目立って増え りするため、これらが地震活動、 火山
てきました。 岩手山周辺に東北大学が 性微動、地殻変動という現象として観
設置している地 盤の傾きや歪みを高精 測されます。 岩手山で観測されている









気象庁は臨時火山情報第 1 号を4月29 火山活動がさらに活 発化すれば水蒸気
日に発表し、 岩手山の火山活動に注意 爆発や噴火を引き起こすことが心配さ
を促しました。その後も地震活動は 1 れています。このような状況の下、 現
日に20回から百数十回も観測される状 在実施されている東北大学 や気象庁 に








理院による G P S 火山変動リモ ー ト観
測、地質調査所による 光波測距による
火口周辺変動調査、防災科学技術研究
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前に検出できたことは、 噴火予知にと 山活動が活発化した ときや噴火に







































単位で地面の変動を捉えることがで l i 門きる。
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